
美濃・可茂地区
小学校教育課程
研究協議会

小学校 家庭科

美濃教育事務所 可茂教育事務所

【全体主題】

指導と評価の一体化を核とした
授業改善・学習改善の在り方

本協議会のねらい

小学校学習指導要領の趣旨や内容を踏
まえた具体的な指導の在り方について理
解を深め、教育課程の実施に活かす。

【全体会…総則・教科説明】
小学校学習指導要領（平成29年告示）改定の基本的な考え方

【育成を目指す資質・能力の３つの柱】

○ 知識及び技能
○ 思考力、判断力、表現力等
○ 学びに向かう力、人間性等

【観点別学習状況 評価の各観点】

・知識・技能
・思考・判断・表現
・主体的に学習に取り組む態度

【内容】
・項目ごとに、育成する資質・能力を
三つの柱に沿って示す
…各項目は指導事項ア・イで構成

【目標】
・育成を目指す資質・能力を三つの柱に
より明確にして示す

…柱書及び(1)から(3)

指導と評価の一体化

【全体会…総則・教科説明】
小学校学習指導要領（平成29年告示）改定の基本的な考え方

①授業づくりのポイント
□資質・能力ベースの授業づくり
□各分野の学習過程を踏えた授業づくり

②観点別学習状況の評価のポイント
□３観点を、いつ、どのように
□「主体的に学習に取り組む態度」の評価

【小学校 家庭科における】

指導と評価の一体化を核とした授業改善・
学習改善の在り方
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何を教えるか（内容ベース）

何ができるようになるか（資質・能力べース）

この消費生活の内容をどうやって教
えようか？

□資質・能力ベースの授業づくり

消費生活の学習内容において、何が
できるようになるとよいのか？

【全体会…総則・教科説明】
①指導と評価の一体化を踏まえた授業づくりのポイント

□学習過程を踏まえた授業づくり

学習指導要領解説 家庭編 P.15
問題解決の過程の一つに

「実践的・体験的な活動」がある授業

【全体会…総則・教科説明】
①指導と評価の一体化を踏まえた授業づくりのポイント

単に「何かをつくる」のではなく、問
題解決の過程の一つに「ものづくり」が
ある授業づくり

各分野の学習過程を踏えた授業づくり

資質・能力ベースの授業づくり

「何を教えようか」のではなく、「何
ができるようになるか」を考え、ねらい
と評価規準がぶれていない授業づくり

【全体会…総則・教科説明】
①指導と評価の一体化を踏まえた授業づくりのポイント

【全体会…総則・教科説明】
小学校学習指導要領（平成29年告示）改定の基本的な考え方

【小学校 家庭科における】

指導と評価の一体化を核とした授業改善・
学習改善の在り方

①授業づくりのポイント
資質・能力ベースの授業づくり
各分野の学習過程を踏えた授業づくり

②観点別学習状況の評価のポイント
□３観点を、いつ・どのように
□「主体的に学習に取り組む態度」の評価
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【観点別学習状況の評価】

どのように
評価していますか？

○ 知識・技能
○ 思考・判断・表現
○ 主体的に学習に取り組む態度

【全体会…総則・教科説明】
②観点別学習状況の評価のポイント

【観点別学習状況の評価】

どのように
評価していますか？

○ 知識・技能
○ 思考・判断・表現
○ 主体的に学習に取り組む態度

３観点を
いつ・どのように

【全体会…総則・教科説明】
②観点別学習状況の評価のポイント

・目標、内容、指導事項を踏まえ作成

・児童の実態、学習状況を踏まえ作成

・内容のまとまりごとの評価規準（例）の
考え方等を踏まえて作成

※指導事項の文末表現。「主体的に学習に取り
組む態度」は、目標（３）を踏まえ作成。

・評価する観点 …３観点を
・評価する場面 …いつ
・評価する方法 …どのように

・評価の総括例（Ｂの範囲：1.5≦平均値≦2.5）
Ａ＝３，Ｂ＝２，Ｃ＝１とした場合、
知・技・・・１３÷６回分＝２．１７ ⇒Ｂ
思判表・・・１６÷６回分＝２．６７ ⇒Ａ
主体的・・・ ９÷４回分＝２．２５ ⇒Ｂ

１ 題材の目標を作成する

２ 題材の評価規準を作成する

３「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

４ 観点ごとに総括する

【評価の進め方】※学習評価に関する参考資料（中学校 技術・家庭）P39・P81

３「指導と評価の計画」を作成する

授業を行う

・評価する観点 …３観点を
・評価する場面 …いつ
・評価する方法 …どのように

【全体会…総則・教科説明】
②観点別学習状況の評価のポイント

どのように

記録に残す観点別学習状況の評価については、毎回の授業
で全ての観点について行うのではなく、把握できる段階で評
価を行う。無理なく評価でき、後の学習活動に生かすことが
できるよう配慮する。

３観点を

題材 「おいしく作ろう 伝統的な日常食 ごはんとみそ汁」
（第５学年）

いつ
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３観点を

題材 「冬のあったかエコライフを工夫しよう」
（第５学年）

いつ？

どのように

題材 「冬のあったかエコライフを工夫しよう」
（第５学年）

３観点を

いついついつ

どのように

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思
考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた①粘り強い取組の中で，
②自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

◆「主体的に学習に取り組む態度」の評価

【全体会…総則・教科説明】
②観点別学習状況の評価のポイント

どのようなことを児童は
振り返ればよいのでしょうか

①粘り強い取組を行おうとする側面
②自らの学習を調整しようとする側面

ふりかえりの記入について【例示】
○できたこと、分かったこと
○でき方、分かり方
○家庭や生活に生かしたいこと
（・これからの授業や家庭で解決したいこと）

・第１時から第２時までの学習活
動を通して、評価規準の内容を
見取ろうとしている。
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「粘り強い取組」「自らの学習を調整」の２つの
側面から評価する。学習のふりかえりを記述させ
る場合は、ふりかえりの視点をもたせる。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価

３観点を、いつ・どのように

解説や参考資料に基づいて、3観点を
いつ・どのように評価しているのかを、
「年間指導計画」等に位置付ける。

【全体会…総則・教科説明】
②観点別学習状況の評価のポイント 安全指導について

学校安全 管理・教育の手引【改訂版】
平成21年3月 岐阜県教育委員会

３ 実習の指導に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

（１） 施設・設備の安全管理に配慮し、学習環境を整備するとともに、

熱源や用具、機械などの取扱いに注意して事故防止の指導を徹

底すること。 （学習指導要領 解説 家庭編 P81）

■安全管理

機械類の使い方も含め、実習室の使い方に関する安全規則を定め、掲示したり、

指導計画の中に位置付けたりする。事故や災害が発生した場合の対応についても

指導を徹底する。

■学習環境

採光、通風、換気等に留意する。作業能率や動線を考慮して設備を配備したり、

作業台の間隔を十分確保したりして、事故防止に努める。

◇ 実習の指導 授業実施する前に・・・
以下のことを視野に入れてよりよい実施をお願いします。

該当学年への
協力要請

管理職へ
相談・連絡・報告

調理実習計画立案
安全・衛生面の指導

保護者への周知と
協力依頼

全職員で実施を共有
児童生徒への事前指
導事項と約束

会計処理
当日までの体調管理
や当日の体調把握
※食物アレルギー

指導内容・記録・
座席
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■食物アレルギーについて
・児童生徒の食物アレルギーに関する正確な情報の
把握

・発症の原因となりやすい食物の管理
・発症した場合の緊急時対応
・・・各学校の基本方針等をもとに事前確認

保護者や関係機関等との情報共有

◇ 実習の指導
３ 実習の指導に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

（３）調理に用いる食品については、生の魚や肉は扱わないなど、安全・衛生に留意する

こと。また、食物アレルギーについても配慮すること。

（学習指導要領 解説 家庭編 P81）

実験・実習における安全管理及び
安全指導の徹底について

実験・実習を行うに当たっては、実験・実習の安全確保を
図るため、関連する法規等に従い、施設、実験・実習装置や
照明などの日常の点検、施設・設備の安全管理及び学習環境
の整備を行うこと。

機械や装置類の操作、毒物及び劇物などの各種薬品や薬剤、
可燃物の使用に際しては、関連する法規に基づき適正に管
理・運用するとともに、事故の防止に努め、児童生徒に対す
る安全と衛生の指導を徹底すること。

実験・実習における生徒への安全教育及び安全指導の時間
を十分に確保し、学校全体で安全教育を推進し、安全意識の
高揚を図ること。

学校における危機管理マニュアル等を改めて確認し、事故
発生時の対応等について学校全体で共有すること。
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授業実施上の留意点（例）

指導すること・衛生面の視点から気を付けること

学習過程 手順 留意点

１ 準備 ・個人で使用する用具を準備
・動線や立ち位置、用具の使用
のルールの確認

石けんでの手洗い・消毒の徹底
身支度の徹底
換気（窓を開け換気扇）最初から常時

２ 調理 ・自分の分を洗う、切る、焼く
など調理をする。
・盛り付け・配膳など自分で行う。

1人1調理を基本とする。
共用する前後で手洗い・除菌行為
教師が調味料を量ったり切ったりし
て材料を用意する際はビニール手
袋をする等して気を付ける。
味見、用具の共有しない。

３ 試食 ・プリントに記入等、じっくり評
 価をしながら試食

４ 片付け ・短時間で素早く片付ける。
・手洗い・消毒をして終了

共用した教材・教具を適切に消毒
実習後の手洗いの実施
時間短縮を図る工夫

1人で見通しをもってできるために、教師は板
書・調理台等、指導援助の準備しておく。

諸連絡（小学校）
下記ＵＲＬもしくは二次元コードから事後アンケートにお答えください。

https://forms.office.com/r/E4Kmd9mb8Ghttps://logoform.jp/form/T8mB/1097458

受講後アンケート
岐阜県の幼児教育実態調査

「幼児期の終わりまでの育ってほしい姿」
について（小学校教諭等）

ご回答いただいた方から終了となります。
ありがとうございました。
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